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米国映画市場の動向

　今月号では、毎年恒例となっている米
国映画制作者連盟（MPAA: The Motion 
Picture Association of America ; 加
盟 各 社 の 正 式 な 社 名 表 記 を 久 し ぶ り
に 紹 介 さ せ て い た だ く Walt Disney 
Studio Motion Pictures, Paramount 
Pictures Corporation, Sony Pictures 
Entertainment Inc.; Twentieth Century 
Fox Film Corporation; Universal 
City Studios LLC; and Warner Bros. 
Entertainment Inc. ）が毎年発行してい
る映画興行とホームエンターテインメン
トについての総合的なレポート（2017 
THEME Report）から米国映画市場の総合
的な動向について紹介していく。
　表 1 は、北米地域（米国及びカナダ）での、
2008 年以降の総映画興行収入と 3D 映画
作品興行収入の推移を示している。2008
年から本格的に普及が始まった 3D 映画上
映も興行収入の 1 割を占めるひとつのジャ
ンルとして定着してきており、“アバター”
などの大ヒット作品が上映された 2010 年
の 22 億ドルをピークとして、年度ごとに
バラツキはあるものの、ほぼ 13 ～ 16％
程度の市場占有率となっている。北米地域
全体の映画興行収入は 100 ～ 110 億ドル

前後で飽和状態であるとの見方が強い。対
前年度比では 3％の減収となっているが、
2008 年との比較では 16％の増収である。
3D 作品の興行収入では、大型作品が無かっ
た影響もあるが前年度比で 19％の減収で
あったが、3D 映画元年とも言える 2008
年との対比では 550％の増収であり、スク
リーン比率からしても 3D 上映作品は、ひ
とつのジャンルとして定着していると言え
る。
　表 2 は、同様に 2008 年以降の観客動
員数と、国民一人当たりの年間映画鑑賞回
数の推移を示している。年間鑑賞回数は
2009 年の 4.3 回をピークにして、ここ数
年は 3.6 ～ 3.8 回と低迷している。観客総
数は前年度比で 6％の減少となり、2008
年との対比でも 8％の減少となっており、
北米地域での映画興行市場が飽和状態と言
われる状態が続いている。
　当然のことながら、ニューヨーク中心部
の映画館が林立するブロードウェイで通り
を越えて観客が行列をした“ブロック・バ
スター”現象を起こした“タイタニック”
等の大ヒット作品の出現により映画興行収
入と観客動員数は大きな影響を受けること
になるが、先週も月額 $9.99 で映画見放題

となる“MoviePass”と全米最大の映画興
行チェーンである AMC が、“MoviePass”
会員に対するチケット料金回収についての
合意（おそらくはリファンド会社などの仲
介により、AMC が“MoviePass”に対し
て請求する窓口チケット料金について担保
措置が確保されたと、推測される）により、
全米の 4 万を越える映画館の 9 割で定額
見放題サービスが利用可能となることから、
年始めのアカデミー賞ノミネート作品の観
客動員数が 100 万人単位で増加した等の
映画館側にとって増益となる客席稼働率の
向上に一定の寄与効果が見込まれることと
なり、来年以降での興収増加が期待される
との観測が出ていた。
　ところが、4 月 18 日付けの映画情報
誌”Variety“電子版によると、この映画定
額見放題サービス（テレビでは Netflix に
代表されるビジネス形態）の親会社である
Helios&Mathenson Analytics によって
公開された財務諸表を検査した独立監査法
人が、この MoviePass によるビジネスの
実態について、200 万人の加入者から入っ
てくる月額 $9.99 の現金収入を超えるチ
ケット料金の支払いと新規顧客獲得のため
に支出する金額のバランスについて懸念を

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2008年⽐

⽶国/カナダ︓興⾏収⼊（10億ドル） $9.6 $10.6 $10.6 $10.2 $10.8 $10.9 $10.4 $11.1 $11.4 $11.1 -3% 16%

３D興⾏収⼊ $0.2 $1.1 $2.2 $1.8 $1.8 $1.8 $1.4 $1.7 $1.6 $1.3 -19% 550%

表1 ⽶国/カナダの総興⾏収⼊と３D興⾏収⼊の推移(2008-2017)

興⾏収⼊は10億ドル単位

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2008年⽐

⽶国/カナダ観客総数(10億⼈） 1.34 1.42 1.34 1.28 1.36 1.34 1.27 1.32 1.32 1.24 -6% -7%

年間鑑賞回数 4.2 4.3 4.1 3.9 4.1 4.0 3.7 3.8 3.8 3.6 -5% -14%
年間鑑賞回数は、観客総数を国⺠⼈⼝で除算した数値

表2 ⽶国/カナダ観客総数と年間鑑賞回数の推移(2008-2017)



31

FDI・2018・05
☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

表明したと報じられており、今後の動向が
注目されるところである。なお、Variety
誌の報道によると携帯電話大手の Verizon
が親会社の株式 9% を購入したことも報じ
ており、これから始まる 5 月～ 8 月にか
けての映画館活況シーズンでの資金繰りを
株式市場が見守っている。
　表 3 は、2017 年末での地域別映画ス
クリーンの上映形態別集計である。北米地
域では 2D 上映のみ対応するデジタルスク
リーン（デジタル 2D）が 26,238 スク
リーン、3D 上映対応のデジタルスクリー
ン（デジタル 3D）が 16,978 スクリーン
となっており、MPAA 集計によるとフィ
ルム上映対応の商業映画スクリーンはゼロ
となっている（筆者註：フィルム映写機が
稼働状態にあっても、日常的に料金を取っ
て上映していないスクリーンがゼロになっ
ている事を意味しており、集計方法によ
り異なってくる）。欧州・中近東・アフリ
カ（EMEA）地域ではデジタル 2D・3D
合わせて 41,763 スクリーン、アジア太
平洋地域では、フィルム上映スクリーン
が 2,481 スクリーン未だに稼働しており、
デジタル 2D が 13,315 スクリーン、デ
ジタル 3D スクリーンは実に 58,259 ス
クリーンとなっているが、約 4 万スクリー
ンは中国であり、中国での 3D スクリーン
比率が 8 割を越える特異な上映スタイルで
あることに起因している。なお、インドで
は完全デジタル移行が終了しており、パキ
スタンやバングラデシュ・東南アジア諸国
などでの映画館が未だにフィルム上映を続
行していると推察される。中南米はデジタ
ル 2D・3D 合わせて 12,721 スクリーン
であり、全世界では、実に 169,275 スク
リーンがデジタル化されて稼働している。
　表 4 には 2012 年以降のデジタルスク
リーン数推移を示しているが、ここ数年の
デジタルスクリーン数急増は、大半が中国
での不動産バルルに連動した中小都市再開
発による映画館建設ラッシュによる増加で
あり、17 万スクリーンで飽和状態に入る
と筆者は推測している。2008 年移行の第
一次 VPF、そしてフィルム配給停止スケ
ジュールアナウンス後の第二次 VPF によ
り導入されたデジタルプロジェクタが、今
後 5 年～ 7 年にかけて更新時期を迎える

ことから、年間 1 ～ 1.5 万台の新規需要が
続き、この更新に合わせて光源のレーザー
化が進捗するのか否かは興味深いところで
ある。
　表 5 には、2012 年以降の 3D スクリー
ン数の推移を示しているが、アジア・太平
洋地域での 3D スクリーン比率が 81％と
突出している原因は、中国での新設デジタ
ルスクリーンの大半が 3D 対応であったこ
とに起因しており、北米地域や欧州地域で
の 4 割台の 3D スクリーン比率と比較し
てもきわめて高い数値である。地域別の対
前年度比を比較してもアジア太平洋地域が
19% 増と突出しており、2012 年との比
較でも 310％増と突出しており、中国での
不動産バブルを象徴している。
　中国国内での 3D スクリーンは、大半が
液晶シャッター方式では無いかと推測され
るが、シルバースクリーンとの比率につい
ては調査結果が入手できれば別途紹介させ
ていただく。
　さて、IMAX での高額なライセンス料や、
配給作品が限定されることに対して、映画
興行チェーンが独自に展開するプレミア大
画面上映システム（PLF: Premium Large 
Format）の動向が注目されており、表 6
には 2014 年以降の地域別 PLF スクリー
ン数の推移を示している。2917 年末で
全世界に 3,162 スクリーンが展開してお
り、北米地域で 1,115 スクリーン、アジ
ア太平洋地域で 1,394 スクリーンが展開
している。北米地域では、全スクリーンに

対して PLF スクリーンのシェアが 3％にま
で達しており、映画興行チェーンの生き残
りをかけた独自 PLF スクリーンの展開が注
目されている。地域別の前年度比では、ア
ジア太平洋地域の 34％増が目立っており、
IMAX が中国に現地合弁会社を立ち上げて
精力的に営業を行った効果が現れている。
また、北米地域でも 11％増、欧州中東地
域でも 20％増となっており、今後も映画
興行チェーンを主体にしてシネコンの旗艦
スクリーンを独自 PLF に更新していく動き
が続きそうである。
　全米最大の映画興行チェーンとなってい
る AMC はドルビーと提携したドルビーシ
ネマも一部の映画館で設置しているが、独
自 PLF スクリーン展開に向けた開発を進め
ているのとの報道があり、今年夏以降の動
向が注目される。今週にはいり、松竹シネ
マがドルビーシネマ導入を発表し、MOVIX
埼玉での年内開業を発表した。ロサンゼル
スでも、バーバンク地区に 1 スクリーンし
か立地していなかったので興味のある方は
MOVIX 埼玉（埼玉新都心駅に隣接）にお
出かけいただきたい。
　表 7 には、米国での規模別スクリーン数
の推移を示しており、2011 年には 17%
が 4 スクリーン以下の小規模映画館であっ
たのが 2017 年では 10.9％と大幅に小規
模映画館が減少しており、いわゆるシネコ
ンの寡占化が進んでいると言える。都市部
の治安問題もあり、平日の深夜に徒歩で帰
宅できる安全な町並みでない限り、住宅密

地域 フィルム デジタル2D デジタル３D 合計 シェア
北⽶ 0 26,238 16,978 43,216 25.2%
EMEA 0 22,792 18,971 41,763 24.3%

アジア太平洋 2,481 13,315 58,259 74,055 43.1%
中南⽶ 0 7,290 5,431 12,721 7.4%
全世界 2,481 69,635 99,639 171,755

＊ＥＭＥＡ︓欧州（ロシア含む）、中東、アフリカを⽰している

表３ 2017年映画スクリーンの地域別構成

  2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2012年⽐
⽶国／カナダ 35,975 39,757 41,518 42,552 42,659 43,216 1.3% 20.1%
その他 53,367 71,572 85,948 98,498 112,410 126,059 12.1% 136.2%
合計 89,342 111,329 127,466 141,050 155,069 169,275 9.2% 89.5%

表４ 世界のデジタルスクリーン数推移(2012-2017)

地域 2012 2013 2014 2015 2016 2017 シェア[%] 前年度⽐ 2012年⽐

US/Canada 14,734 15,782 16,143 16,441 16,745 16,978 39% 1% 15%
EMEA 13,964 15,813 16,880 17,580 18,278 18,971 45% 4% 36%
Asia Pacific 14,219 17,726 27,472 35,807 46,949 58,259 81% 19% 310%
Latin America 2,629 3,748 4,294 4,733 5,204 5,431 43% 4% 107%
Total 45,546 53,069 64,789 74,561 87,176 99,639 59% 13% 119%
前年度変化率 25% 17% 22% 15% 17% 14% -

表５ 世界のデジタル３Dスクリーン数推移(2012-2017)

シェアは全てのデジタルスクリーンに占める３Dスクリーンの⽐率

地域 2014 2015 2016 2017 シェア 前年度⽐ 2014年⽐
US/Canada 763 889 1,003 1,115 3% 11% 46%
EMEA 191 249 335 402 1% 20% 110%
Asia Pacific 558 766 1,045 1,397 2% 34% 150%
Latin America 154 209 238 248 2% 4% 61%
Total 1,666 2,113 2,621 3,162 2% 21% 90%
前年度変化率 26% 11% 21%
シェアーは全てのデジタルスクリーンに占めるPLFスクリーンの⽐率

表６ 世界のPLFスクリーン数推移(2014-2017)
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集地域とは言え 4 スクリーン以下の映画館
経営が厳しい状況であることに代わりは無
い。従って、数百台の駐車場を併設した映
画館の採算コストを考えると最低でも 15
スクリーン以上の映画館規模で、100 店
以上の店舗によるショッピングモール併設
型が主流にならざるを得ない。1 ～ 4 スク
リーンの小規模映画館は前年度比で 2％の
減少であり、2011 年度との比較では実に
32％の減少となっている。
　さて、表 8 には 2011 年以降の上映形
態別スクリーン数の推移を示しているが、
集計データは HIS Market（旧スクリーン
ダイジェスト社を吸収したマーケティング
会社）であり、2017 年でも北米地域に
284 のフィルム上映スクリーンが生き残っ
ている集計となっている。
　原本のデータを確認していないので、こ
のフィルムスクリーンが日常的に料金を

取って商業上
映を行ってい
る映画館なの
かどうかは確
認できていな
いことをご承
知いただきた

い。ロザンゼルスの街中にも
月に数回しか上映を行わない
映画館が多数存在しているが、
大半は 2 月のアカデミー賞に
向けた選考ノミネート作品の
特別上映や、低予算の独立系
プロダクション制作映画の上
映イベントなどで細々と運営
している状態である。3D 上映
スクリーンとの比率は 2017
年 で 38.7 ％ と な っ て お り、
2011 年ではデジタルスク
リーンの 51％が 3D 対応で
あった事からすると 3D 対応

のシェアが低下しているようにも見えるが、
米国の 3D 上映は圧倒的に RealD 方式対応
のシルバースクリーンが多かった事も影響
している。
　2011 年度との比較ではフィルムスク
リーンが 98％の減少であり、デジタルス
クリーンが 94％の増加、デジタル 3D ス
クリーンが 20％の増加となっている。
　さて、毎年順位変動や再編が起きている
北米地域の映画興行チェーン上位 10 社を
表 9 に示している。中国 Wanda グループ
により買収され、Carmike シネマ等を買収
した AMC Theatres が 8,218 スクリー
ン 659 館でトップの座を占めているが、
Wanda グループの映画興行や映画制作部
門の株式がアリババグループに売却された
との報道や、米中通商摩擦、そして米国内
での中国資本警戒の論調が高まっているこ
となどから AMC も親会社の組み替えが充
分に起こりえる状況となっている。第 2 位

のRegal Entertainment Groupは7,379
スクリーン 566 館の経営規模であるが、
しばしば投資ファンドによる買収ターゲッ
トとして取り上げられるなどしており、下
位グループ映画興行チェーンとの再編や組
み替えがいつ起きてもおかしく無い状況で
ある。最近の買収や再編の動きにより、数
年前までは 1,000 スクリーン規模の映画
興行チェーンが6～7社あったのに対して、
4 社にまで集約されてきている。ちなみに、
日本のイオンシネマは 772 スクリーン 91
館であることから、北米地域では堂々の第
六位に相当する経営規模となる。
　各社のスクリーン数シェアを見てみると
トップの AMC が 19％、第 2 位のリーガ
ルが 17％と続き、上位五社によるスクリー
ン数シェアは実に 53％に達しており、6
位から 10 位迄の合計スクリーン数シェア
は 5% にしかならないが、上位 10 社で 6
割近いスクリーン数を占めていることから、
市場牽引役としてどのような経営戦略を展
開するのかが興味深いところである。
　さて、表 10 には屋内設置のスクリーン
数とドラインブインスクリーン数の推移を、
表 11 には屋内上映映画館数とドライブイ
ン映画館数の推移を示している。日本でも
最盛期にはおよそ 20 スクリーンが稼働し
ていたドライブインシアターも、車社会の
米国ではどうにか生き残っており、1987
年に 2,084 スクリーン稼働していたドラ
イブインが 595 スクリーンにまで減少し
ながら営業を続けている。デジタル化が進
んだときに、デジタルプロジェクタ更新の
経営負担から壊滅するかと懸念されていた
が、少ない中でもどうにか生き残っている
現状である。屋内スクリーンを含めた総ス
クリーン数は、ほぼ飽和状態となってきて
いる。また、映画館の経営形態が 4 スクリー
ン未満の小規模映画館が衰退し、15 スク
リーン以上のいわゆるシネコンタイプの映
画館が主流になったことから、1995 年に
は 7,151 館あった映画館も 5,452 館にま
で集約されてきている。
　表 12 には、1984 年以降の映画チケッ
ト平均価格、観客数、総売上の推移を示し
ている。2007 年の住宅ローン会社の債務
焦げ付きに引き金となったいわゆるリーマ
ンショックによる景気低迷の影響は 2008

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2017 39,651 595 40,246 2000 35,696 683 36,379
2016 39,579 595 40,174 1999 36,448 683 37,131
2015 40,164 595 40,759 1998 33,418 750 34,168
2014 39,356 656 39,956 1997 31,050 815 31,865
2013 39,368 656 40,024 1996 28,905 826 29,731
2012 39,056 606 39,662 1995 26,995 848 27,843
2011 38,974 606 39,580 1994 25,830 859 26,689
2010 38,902 618 39,520 1993 24,789 837 25,626
2009 38,605 628 39,233 1992 24,344 870 25,214
2008 38,201 633 38,834 1991 23,740 899 24,639
2007 38,159 635 38,794 1990 22,904 910 23,814
2006 37,765 650 38,415 1989 21,907 1,014 22,921
2005 37,040 648 37,688 1988 21,632 1,497 23,129
2004 35,795 640 36,435 1987 20,595 2,084 22,679
2003 35,016 634 35,650
2002 35,022 666 35,688
2001 34,823 683 35,506

ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が⼤きく異なる

資料出所: http://www.natoonline.org/data/

表1０ ⽶国映画スクリーン数の推移(2017年12⽉31⽇ 集計）

スクリーン構成 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2011年⽐

1-4スクリーン 6,570 6,386 6,487 5,488 4,707 4,554 4,443 -2% -32%
5スクリーン以上 33,010 33,276 33,537 34,468 35,299 35,620 35,950 1% 9%

合計 39,580 39,662 40,024 39,956 40,006 40,174 40,393 1% 2%
Source : IHS Market

表７ 2011〜2017年⽶国規模別スクリーン数推移

種別 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2011年⽐

フィルム 13,959 6,533 3,222 1,545 568 651 284 -56% -98%
デジタル（非３D) 12,686 19,570 22,319 23,617 24,361 24,205 24,579 2% 94%
デジタル３D 12,935 13,559 14,483 14,795 15,077 15,318 15,530 1% 20%
合計 39,580 39,662 40,024 39,957 40,006 40,174 40,393 1% 2%

Source : IHS Market

表８ 2011〜2017年 ⽶国映画スクリーン種別の推移

名称 本社所在地 スクリーン 館数 シェア 1-5/6-10
1 AMC Theatres Leawood, KS 8,218 659 19%
2 Regal Entertainment Group Knoxville, TN 7,379 566 17%
3 Cinemark USA, Inc. Plano, TX 4,544 337 11%
4 Cineplex Entertainment LP Toronto, ON 1,683 165 4%
5 Marcus Theatres Corp. Milwaukee, WI 885 69 2%
6 Harkins Theatres Scottsdale,AZ 501 33 1%
7 Southern Theatres LLC New Orleans, LA 499 44 1%
8 National Amusements, Inc. Norwood, MA 392 29 1%
9 B&B Theatres Liberty, MO 377 47 1%
10 Malco Theatres Inc. Memphis, TN 353 34 1%

資料出所︓http://www.natoonline.org/data/top-10-circuits/

As of July 1, 2017

53%

5%

表９ 北⽶地域の映画興⾏チェーン上位10社
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年まで米国経済に深刻な影響を与え、この
時期のビバリーヒルズには“売り出し中”
や“借家あります”の看板が立ち並んでい
たことが思い出される。従って、2008 年
の観客動員数は前年度割れとなり、平均チ

ケット価格が $6.88 から $7.18 と引き
上げられたのにもかかわらず映画興行総売
上は微増にとどまっている。もっとも、こ
のリーマンショック以降も 110 億ドル前
後で総売上は推移しており、先月号でも紹

介した中国映画市場が米国を追い抜くので
は ?? との観測記事も流れ出してきている
現状である。
　表 13 に、2011 年以降の北米地域とそ
の他の地域（欧州・アジア・南米など）の

〒141-0022 東京都品川区東五反田 3-20-14　高輪パークタワー　　
報映事業本部 営業部　　 03-6277-1851

ファンクション※4
ファンクション※5

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2017 5,452 321 5,773 2000 6,550 442 6,992
2016 5,472 349 5,821 1999 7,031 446 7,477
2015 5,484 349 5,833 1998 6,894 524 7,418
2014 5,463 393 5,856 1997 6,903 577 7,480
2013 5,326 393 5,719 1996 7,215 583 7,798
2012 5,317 366 5,683 1995 7,151 593 7,744
2011 5,331 366 5,697
2010 5,399 374 5,773
2009 5,561 381 5,942
2008 5,403 383 5,786
2007 5,545 383 5,928
2006 5,543 396 5,939
2005 5,713 401 6,114
2004 5,629 402 6,031
2003 5,700 400 6,100
2002 5,712 432 6,144
2001 5,813 440 6,253

ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が⼤きく異なる

表1１ ⽶国映画館数の推移(2017年12⽉31⽇集計）

資料出所: http://www.natoonline.org/data/us-cinema-sites/

年度 価格 観客 総売上 年度 価格 観客 総売上
2017 $8.97 1,236 $11,091 2000 $5.39 1.383 $7.510
2016 $8.65 1.314 $11.372 1999 $5.06 1.440 $7.330
2015 $8.43 1.320 $11.120 1998 $4.69 1.438 $6.860
2014 $8.17 1.270 $10.400 1997 $4.59 1.354 $6.216
2013 $8.13 1.340 $10.920 1996 $4.42 1.319 $5.817
2012 $7.96 1.360 $10.790 1995 $4.35 1.211 $5.269
2011 $7.93 1.280 $10.180 1994 $4.08 1.240 $5.184
2010 $7.89 1.339 $10.580 1993 $4.14 1.182 $4.897
2009 $7.50 1.414 $10.600 1992 $4.15 1.099 $4.563
2008 $7.18 1.341 $9.634 1991 $4.21 1.140 $4.800
2007 $6.88 1.400 $9.632 1990 $4.22 1.190 $5.020
2006 $6.55 1.401 $9.170 1989 $3.99 1.260 $5.030
2005 $6.41 1.376 $8.820 1988 $4.11 1.080 $4.460
2004 $6.21 1.484 $9.290 1987 $3.91 1.090 $4.250
2003 $6.03 1.521 $9.150 1986 $3.71
2002 $5.80 1.570 $9.090 1985 $3.55
2001 $5.65 1.438 $8.110 1984 $3.36

資料出所 ︓http://www.natoonline.org/data/

表1２ ⽶国の平均チケット価格、観客数、総売上

観客数は10億人、総売上は百万ドル単位

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2011年⽐
北⽶ $10.20 $10.80 $10.90 $10.40 $11.10 $11.40 $11.10 -3% 9%

その他の地域 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.30 $27.40 $29.50 8% 32%
合計 $32.60 $34.70 $35.90 $36.40 $38.40 $38.80 $40.60 5% 25%

表１３ 2011〜2017年での世界興⾏売上推移（10億ドル）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2011年対⽐

欧州中東 $10.80 $10.70 $10.90 $10.60 $9.70 $9.60 $10.10 5% -6%
アジア太平洋 $9.00 $10.40 $11.10 $12.40 $14.10 $15.00 $16.00 7% 78%

ラテンアメリカ $2.60 $2.80 $3.00 $3.00 $3.40 $2.80 $3.40 21% 31%
合計 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.20 $27.40 $29.50 8% 32%

表１４ 2017年北⽶以外での興⾏売上推移(１０億ドル） 

1 中華⼈⺠共和国 $7.90 11 ブラジル $0.90
2 ⽇本 $2.00 12 スペイン $0.70
3 英国 $1.60 13 イタリア $0.70
4 インド $1.60 14 台湾 $0.40
5 韓国 $1.60 15 オランダ $0.30
6 フランス $1.50 16 インドネシア $0.30
7 ドイツ $1.20 17 アルゼンチン $0.30
8 ロシア $1.00 18 ポーランド $0.30
9 オーストラリア $0.90 19 トルコ $0.20
10 メキシコ $0.90 20 ホンコン $0.20

表１５ 2017年度北⽶以外の興⾏売上上位20カ国（10億ドル）
Source: IHS, local sources
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映画興行売上の推移を示しているが、北米
地域が対前年度比 3％の落ち込みに対して、
その他の地域は 8% の増加となっている。
2011 年度との対比では、北米地域の 9%
増に対して、その他の地域が 32％も増加
しており、世界全体では 25％の増収となっ
ている。この傾向から、目先の利益優先で
中国との合弁映画制作に邁進したハリウッ
ドスタジオも何社かあるが、昨年から制作
資金の振り込み遅延、はたまた配給の目処
が立たない等の問題も顕在化してきている。
欧州地域では、経済制裁を受けながらロシ
アの映画興行市場が活気付いており、数年
後にはロシアが欧州の映画制作を牽引する
のではとの観測も流れて話題を呼んでいる。
　表 14 には北米以外の地域別興行売上の
推移を示しており、前年度比では欧州・中
東地域が 5％増、アジア太平洋地域が 7％
増で、ラテンアメリカ地域は実に 21％増
となっている。2011 年との対比では欧州・
中近東地域が 6% 減となっており政情不安
や経済低迷の影響が顕著である。一方でア

ジア太平洋地域は中国の映画スクリーン数
が急激に増加したことから 78％増となり、
ラテンアメリカでも 31％増となっている。
　表 15 には、北米以外の国別興行売上上
位 20 カ国を示しており、先月号でも紹介
した中華人民共和国が 79 億ドルと米国の
110 億ドルに猛追する形で興行売上を伸ば
している。続いて日本 20 億ドル、英国・
インド・韓国が 16 億ドルと続き、カンヌ
映画祭での Netflix 作品締め出し（今後は
映画館上映を対象とした作品しか応募させ
ない !!）で話題を呼んだフランスが 15 億
ドルと続いている。先ほども紹介したロシ
アの興行売上が 10 億ドルに到達してきて
おり一般市民の生活水準向上がうかがえる
現象である。
　さて、表 16 には MPAA が自信を持っ
て公開している毎年恒例の家族 4 人でのレ
ジャーなら映画鑑賞が最も割安であると主
張しているデータを示している。年間 17
週のレギュラーシーズンで各チームが 16
試合を戦う短期決戦の NFL（アメリカン

フットボール）は最も観戦チケット代が高
く＄379.93 の出費となる。82 試合で雌
雄を決する NHL（アイスホッケー）では
$262.64、ディズニーランド等のテーマ
パークでは $243.20、同様に 82 試合で
レユラーシーズンを戦う NBA（プロバス
ケットボール）は $228.33、そして 162
試合のレギュラーシーズンを戦う MBA（大
リーグ野球）では $126.67 となり、映画
鑑賞では $35.80 で家族 4 人が楽しむ事
ができるとしている。
　この米国での主要 4 大プロスポーツの価
格設定については年間試合数と試合会場の
観客定員とが相まって興味深いところで有
るが、家族 4 人での映画鑑賞料金 $35.8
も封切り後 3 週間で解禁となることが報道
されているプレミア VOD 料金の予測値と
合致しているのでは、との観測もあり興味
深いところである。家族 4 人でのチケット
料金については、封切り週であれば、映画
館側の手取りは 15％程度であり、日本の
消費税に相当する州税を支払ったら数ドル
未満でしかなく、売店売上げこそが頼みの
綱であることはこれまでの連載記事で興行
チェーンの財務諸表から解説しているとお
りである。
　表 17 には、米国の映画制作状況の推移
を示している。いわゆるハリウッドメジャー
による映画制作本数は年間 100 本前後で
推移しており、独立系プロダクションによ
る推定制作費 1 億円以上の制作本数も近年
増加に転じてきており 4 百本を越えてい
る。一方で、推定制作費 1 億円未満の作品
数は年々減少してきており、昨年の制作本
数は 277 本となっている。2011 年との
比較でも 13％の減少となっており、平日
に上映する作品の枯渇に繋がっている。昨
年は年間で 821 本の映画が制作されてお
り、2014 年に 704 本まで落ち込んだ低
迷期は脱しているのかと感じられる。今年
に入ってからは、Netflix による高級での
映画制作スタッフ引き抜きの話題とか 100
本・200 本単位での新作映画・新作ドラマ
制作が話題となってきており、ネット系新
興勢力による映画制作がどの程度定着して
くるのかに話題の中心が移ってきている感
が強い。
　日本では映倫でおなじみの映画鑑賞に対

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2006年⽐
レイティング作品数 853 840 897 793 706 758 726 713 708 613 605 563 -7% -34%
-MPAAメンバー 296 233 201 177 174 169 166 169 165 167 176 176 0% -41%
-MPAA以外 557 607 696 616 532 589 560 544 543 446 429 387 -10% -31%

表１８ 2006〜2017 ⽶国フィルムレイティング映画作品数の推移
Source: CARA (Film ratings), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2006年⽐
配給作品数の推移 594 611 638 557 563 609 678 661 709 708 718 777 8% 31%
 -3D作品 8 6 8 20 26 45 40 45 47 40 52 44 -15% 450%
 -LF（IMAX等） 11 11 15 14 16 21 26 32 30 36 42 41 -2% 273%
MPAA合計 204 189 168 158 141 141 128 114 136 147 139 130 -6% -36%
-MPAAスタジオ 124 107 108 111 104 104 94 84 100 100 97 86 -11% -31%
ｰMPAA⼦会社 80 82 60 47 37 37 34 30 36 47 42 44 5% -45%
独⽴系 390 422 470 399 422 468 550 547 573 561 579 647 12% 66%

表１９ 2006〜2017 ⽶国配給作品数の推移
Sources: comScore .Box Office Essentials (Total), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
平均チケット価格(US$) 6.55 6.88 7.18 7.5 7.89 7.93 7.96 8.13 8.17 8.43 8.65 8.97
対前年度⽐変化率 2% 5% 4% 4% 5% 1% 0% 2% 0% 3% 3% 4%
消費物価指数補正での前年度⽐ 3% 3% 4% 0% 2% 3% 2% 2% 2% 0% 1% 2%

Sources: National Association of Theatre Owners (NATO) (Ticket price), Bureau of Labor Statistics (BLS) (Consumer Price Index)

表２０ 2017年平均チケット価格（物価指数補正）の推移

$
NFL（アメリカンフットボール） 379.93

NHL（アイスホッケー） 262.64
テーマパーク 243.20

NBA（プロバスケットバール） 228.33
MLB（⼤リーグ野球） 126.67

Cinemas（映画） 35.80

表1６ 2017年主要レジャー家族4⼈チケット価格

Source; NATO, Team Marketing, International Theme Park Service

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 前年度⽐ 2011年⽐
MPAAメンバー 100 99 106 110 114 99 112 13% 12%
独⽴系（推定制作費100万ドル以上） 399 377 349 371 387 411 433 5% 9%
 -制作費1500万ドル以上の割合 14% 18% 15% 14% 15% 15% 16% 7% 14%
推定制作費１００万ドル以上の作品合計 499 476 455 481 501 510 544 7% 9%
独⽴系（推定制作費100万ドル未満） 319 252 283 226 290 279 277 -1% -13%
総制作映画作品数 818 728 738 707 791 789 821 4% 0%

表１７ 2011〜2017年 ⽶国の映画制作状況
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するレーティングであるが、表 17 での総
制作本数 821 本に対して、表 18 に示し
ているようにレーティング格付けを受けた
作品総数は 563 作品（MPAA 作品 176
本、MPAA 以外 387 本）となっており、
いわゆるレーティングにこだわらない作品
の比率が昨年は例年以上に増加してきてい
る。また、レーティング取得作品数の減少
も顕著であり、2006 年との対比では総
作品数が 34％減少し、MPAA メンバ作
品が 41％減、メンバ以外で 31％となっ
ていることからも、レーティング離れと言
える減少が起きている。
　表 19 には配給作品の推移を示してお
り、配給作品数は前年度比で 8％増加し
たが、3D 作品配給本数は 15％の減少、
IMAX を含むラージフォーマット配給は
2％の減少となっている。2006 年との
対比では、MPAA スタジオの配給作品数
は実に 31％の減少となっており、スタジ
オ子会社によるいわゆる B 級ハリウッド
作品の配給も 45％の減少であり、リーマ
ンショック以降に顕著となった平日の昼間

に上映する作品が無く、ブラックスクリー
ンとなっている映画館が続出している現象
を裏付けている。独立系作品の配給作品数
は前年度比で 12％増加しており、2006
年との比較では 66％の増加となっている
が、既存の配給ネットワークによる上映番
組編成を行っている映画館が大半であるこ
とから、日本と同じように上映機会を得ら
れないまま消えていく作品が大半を占める
現実がある。
　表 20 は、消費者物価指数補正を行っ
た映画チケット価格の前年度比を示してお
り、リーマンショックまっただ中であった
2007 年～ 2008 年以降は、観客動員数
の推移を見ながらごくわずかな引き上げに
とどめていることがうかがえる。

　月額 $9.99 の定額見放題サービスがど
こまで定着するのか、金融関係者が最も
危惧する定額料金と窓口チケット価格の
差額を埋める収入源の問題があるものの、
200 万人の会員数を突破し、年初のアカ
デミー賞ノミネート作品の観客動員数を確

実に 100 万人は増加させたとして話題に
なっている“MoviePass”が経営的に安
定するのかが大いに注目されており、中国
資本の参入予測などを含めて、映画ファン
のチケット販売動向が新たなコンテンツ市
場動向を探るビッグデータとして新市場を
創出するのか、単なる幻に終わってしまう
のかが 2018 年の話題として注目されて
いる。
　また、封切り後 3 週間でのプレミアム
VOD の動向、そして予約時期により座席
の価格を変動させるダイナミックプライシ
ングと呼ばれるシステム導入により、映画
館経営の最大の課題である平日の客席稼働
率向上に成功する映画館チェーンが出現す
るのか否か、2018 年の映画興行市場は
Netflix 等の新規スタジオ参入も含めて話
題の多い一年になりそうである。

Ichiro Kawakami
デジタル・ルック・ラボ


